
政       党      名 ２０日の交付額 今後の年内交付額

民       主     党 ４１億２６０７万円 １２３億７８２２万円
自      民      党 ２５億３８５０万円 ７６億１５５０万円
公      明      党 ５億６９７９万円 １７億　９３７万円

み  ん  な  の  党 ２億７９５７万円 ８億３８７２万円
社      民      党 １億９０９２万円 ５億７２７７万円

国   民   新   党 １億１０６３万円 ３億３１９０万円
新   党  き  ず  な ５１８９万円 １億５５６８万円

たちあがれ日本 ４３４４万円 １億３０３３万円
新   党   日   本 ３４００万円 １億　２０１万円

新   党   改   革 ２９９０万円 ８９７１万円
新党大地・真民主 ２８８３万円 ８６４９万円

日　本　共　産　党

2012年分の政党助成金

政党助成金の廃止を主張し、受け取らず

東
京
都
の
石
原
慎
太
郎
知
事
が

「
東
京
都
が
尖
閣
諸
島
を
買
う
」
と
述

べ
た
発
言
が
波
紋
を
広
げ
て
い
ま
す
。

ど
う
み
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

☆

☆

☆

琉
球
諸
島
西
方
の
東
シ
ナ
海
に
位
置

す
る
尖
閣
諸
島
は
、
魚
釣
島
、
北
小
島
、

南
小
島
、
久
場
島
、
大
正
島
の
５
島
と
、

沖
の
北
岩
、
沖
の
南
岩
、
飛
瀬
岩
の
３

岩
礁
か
ら
な
り
、
面
積
は
５
・
５
６
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
甲
子
園
球
場
の

約
１
４
０
個
分
の
広
さ
で
す
。

尖
閣
諸
島
に
対
す
る
日
本
の
領
有
に

は
、
歴
史
的
に
も
国
際
法
上
も
明
確
な

根
拠
が
あ
り
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

同
諸
島
の
日
本
領
有
が
正
当
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
１
９
７
２
年
に
見
解
を
発

表
し
、
さ
ら
に
２
０
１
０
年
１
０
月
に

よ
り
踏
み
込
ん
だ
見
解
を
発
表
し
て
い

ま
す
。

尖
閣
諸
島
の
存
在
は
、
古
く
か
ら
日

本
に
も
中
国
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
代
に
至
る
ま
で
い
ず
れ
の

国
の
領
有
に
も
属
さ
な
い
、
国
際
法
で

い
う
「
無
主
の
地
」
で
あ
り
、
無
人
島

で
し
た
。
日
本
政
府
は
、
１
８
９
５
年

１
月
１
４
日
の
閣
議
決
定
で
尖
閣
諸
島

を
日
本
領
に
編
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

歴
史
的
に
は
最
初
の
領
有
行
為
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
行
為
は
、「
無
主
の
地
」
を
領

有
の
意
思
を
も
っ
て
占
有
す
る
、
国
際

法
で
い
う
「
先
占
」
に
当
た
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
尖
閣

諸
島
は
、
戦
後
の
一
時
期
、
米
国
の
施

政
下
に
置
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
日
本
に
よ
る
実
効
支
配
が
続
い
て

い
ま
す
。
以
上
の
歴
史
的
事
実
に
照
ら

し
て
、
日
本
に
よ
る
領
有
は
国
際
法
上

明
確
な
根
拠
が
あ
り
ま
す
。

中
国
側
は
、
尖
閣
諸
島
周
辺
で
石
油

天
然
ガ
ス
の
海
底
資
源
の
存
在
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
領
有
権
を

主
張
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
国
は
１
８
９

５
年
か
ら
１
９
７
０
年
ま
で
の
７
５
年
間
、
一

度
も
日
本
の
領
有
に
対
し
て
異
議
も
抗
議
も
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
中
国
は
、
１
９
７
０
年
代
に
入
っ

て
か
ら
に
わ
か
に
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張

し
始
め
ま
し
た
。
そ
の
主
張
の
中
心
点
は
、
日

清
戦
争
に
乗
じ
て
日
本
が
不
当
に
奪
っ
た
も
の

だ
と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
日
清
戦
争
の
講
和
を
取
り
決
め
た

下
関
条
約
と
そ
れ
に
関
す
る
す
べ
て
の
交
渉
記

録
に
よ
れ
ば
、
日
本
が
中
国
か
ら
侵
略
に
よ
っ

て
奪
っ
た
の
は
台
湾
と
澎
（
ほ
う
）
湖
（
こ
）

列
島
で
あ
り
、
尖
閣
諸
島
は
そ
こ
に
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。

日
本
に
よ
る
尖
閣
諸
島
の
領
有
は
、
日
清
戦

争
に
よ
る
侵
略
と
は
ま
っ
た
く
性
格
が
異
な
る

正
当
な
行
為
で
あ
り
、
中
国
側
の
主
張
が
成
り

立
た
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
す
。

紛
争
解
決
の
た
め
に

訪
米
中
の
石
原
氏
は
１
６
日
（
日
本
時
間
１

７
日
未
明
）
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
講
演
で
、「
東

京
都
が
尖
閣
諸
島
を
買
う
こ
と
に
し
た
。
東
京

が
尖
閣
諸
島
を
守
る
」
と
突
然
、
表
明
し
ま
し

た
。報

道
に
よ
れ
ば
講
演
後
の
記
者
会
見
で
「
面

白
い
話
だ
ろ
。
こ
れ
で
政
府
に
吠
（
ほ
）
え
面

か
か
せ
て
や
る
ん
だ
。
何
も
し
な
か
っ
た
ん
だ

か
ら
、
政
府
は
」（
「
朝
日
」
１
８
日
付
）
と
も

語
り
、
そ
の
政
治
的
意
図
を
あ
け
す
け
に
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
歴
代
政
府
の
尖
閣
諸
島
問
題
へ
の

対
応
に
不
満
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
一
地
方

自
治
体
で
あ
る
東
京
都
が
「
尖
閣
」
を
購
入
し

紛
争
に
介
入
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
領
有
の
歴
史

上
、
国
際
法
上
の
正
当
性
を
、
国
際
社
会
お
よ

び
中
国
政
府
に
対
し
て
理
を
尽
く
し
て
主
張
す

る
こ
と
で
す
。

国
家
間
で
意
見
の
違
い
が
起
こ
っ
た
場
合
、

大
切
な
の
は
、
問
題
を
す
ぐ
に
政
治
問
題
に
す

る
こ
と
を
い
さ
め
、
実
務
的
な
解
決
の
ル
ー
ル

に
の
せ
、
話
し
合
い
で
平
和
的
に
解
決
す
る
こ

と
で
す
。

昨
年
１
２
月
の
日
中
首
脳
会
談
で
も
、「
東
シ

ナ
海
を
『
平
和
、
協
力
、
友
好
の
海
』
と
す
る

た
め
の
協
力
の
推
進
」
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
原
氏
は
「
尖
閣
諸
島
を
守
る
」
と
い
い
ま

す
が
、
同
氏
の
主
張
は
、
尖
閣
諸
島
問
題
を
政

治
問
題
と
し
て
先
鋭
化
さ
せ
、
両
国
間
の
話
し

合
い
に
よ
る
平
和
的
解
決
を
逆
に
遠
ざ
け
る
だ

け
で
す
。

２
０
１
２
年
４
月
１
９
日(

木)

総
務
省
は
２
０
日
、
２
０
１
２
年
分
の
政
党

助
成
金
（
年
総
額
３
２
０
億
１
４
３
３
万
円
）

の
第
１
回
分
と
し
て
計
８
０
億
３
５
８
万
円
を
、

民
主
、
自
民
、
公
明
、
み
ん
な
、
社
民
、
国
民

新
、
新
党
き
づ
な
、
た
ち
あ
が
れ
日
本
、
新
党

日
本
、
新
党
改
革
、
新
党
大
地
・
真
民
主
の
１

１
党
に
交
付
し
ま
し
た
。（
表
）

１
１
党
と
い
う
の
は
、
民
主
党
の
小
沢
一
郎

元
代
表
が
党
首
を
務
め
た
新
進
党
の
解
党
（
１

９
９
７
年
１
２
月
末
）
で
政
党
の
離
合
集
散
が

相
次
ぎ
、
１
５
党
が
い
っ
せ
い
に
政
党
助
成
金

の
受
け
取
り
を
申
請
し
た
９
８
年
に
次
ぐ
多
さ
。

「
身
を
切
る
」
と
叫
び
な
が
ら
政
党
助
成
金
は

「
聖
域
」
扱
い
し
、
消
費
税
増
税
や
復
興
増
税
な

ど
を
平
然
と
押
し
付
け
る
政
党
の
姿
勢
が
問
わ

れ
ま
す
。

政
党
助
成
金
の
原
資
は
国
民
１
人
あ
た
り
年

２
５
０
円
の
税
金
で
す
。
支
持
政
党
に
か
か
わ

り
な
く
国
民
の
税
金
を
各
党
が
山
分
け
す
る
政

党
助
成
金
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
思
想
・
信
条

の
自
由
に
違
反
す
る
制
度
で
す
。
ま
た
政
党
本

来
の
財
政
は
、
国
民
と
の
結
び
つ
き
を
通
じ
て

自
主
的
に
つ
く
る
べ
き
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

立
場
か
ら
日
本
共
産
党
は
一
貫
し
て
政
党
助
成

金
の
廃
止
を
主
張
し
、
受
け
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

政
党
助
成
金
は
、
総
務
省
に
受
け
取
り
の
申

請
を
し
た
政
党
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
民
主
党
、

た
ち
あ
が
れ
日
本
、
新
党
改
革
は
、
同
省
が
政

党
助
成
金
の
各
党
の
配
分
額
を

正
式
決
定
し
た
６
日
に
さ
っ
そ

く
申
請
。
自
民
党
は
、
消
費
税

１
０
％
引
き
上
げ
を
盛
り
込
ん

だ
次
期
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（
政
権
公
約
）
原
案
を
発
表
し
た

９
日
に
受
け
取
り
の
申
請
を
し

て
い
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
４
月
２
１
日(

土)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
引
き
続
き
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

紛
争
へ
の
介
入
は

問
題
解
決
に
障
害

どうみる 石原都知事の尖閣購入発言

政
党
助
成
金

１
１
党
に
８
０
億
円

「
身
を
切
る
」
言
い
つ
つ

聖
域
扱
い



・国民総背番号制の導入

・憲法９条について国民投票
・日米同盟を基軸
・ＴＰＰ参加

維新八策のたたき台
・大阪都構想の実現

・道州制の実現

・地方交付税を廃止し、消費税
を地方税に

・保険料は歳入庁が強制徴収
・公務員労組の政治活動規制

経
済
懇
談
会

原
発
の
再
稼
働
。
輸
入
品

の
関
税
を
取
っ
払
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
。
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
。
等
々
、
暦
は
順
当

に
巡
っ
て
も
、
皆
さ
ん
方
を

取
り
巻
く
暮
ら
し
向
き
は
、

全
然
そ
う
な
り
ま
せ
ん
で
し

て
、
見
通
し
が
開
け
る
ど
こ

ろ
か
狭
ま
る
の
み
と
言
う
感

じ
で
す
よ
ね
。

ぐ
る
っ
と
世
界
を
見
渡
し

た
場
合
、
景
気
の
動
向
は
ど

こ
と
も
そ
れ
な
り
に
厳
し
い

状
況
に
有
る
事
は
否
め
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
で
も
、
経
済
成

長
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
こ
っ

ち
で
も
緩
や
か
な
が
ら
も
右

肩
上
が
り
で
営
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
我
々
の
国
、

日
本
は
と
言
う
と
、
こ
の
動

向
は
横
ば
い
で
し
て
、
ど
う

も
世
界
か
ら
は
置
い
て
行
か

れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
前
も
、
今
週
の
土
曜

日(

四
月
二
十
八
日)

、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
奈
良
県
中

小
企
業
会
館
で
私
ど
も
日
本

共
産
党
が
催
す
経
済
懇
談
会

の
案
内
で
回
っ
て
い
た
ん
で

す
が
。
共
通
し
て
出
て
く
る

話
は
、
町
内
で
の
消
費
支
出

を
ど
う
す
れ
ば
引
き
上
げ
ら

れ
る
の
か
、
こ
れ
が
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
な
感
じ
で

あ
り
ま
す
。

で
、
さ
っ
き
の
話
で
す
が
。

日
本
だ
け
が
横
ば
い
っ
ち
ゅ

う
の
は
、
「
こ
れ
は
政
治
の

責
任
で
っ
し
ゃ
ろ
」
と
、
だ

い
た
い
の
皆
さ
ん
が
同
じ
よ

う
に
感
じ
て
は
る
よ
う
で
す
。

ご
案
内
し
て
い
る
経
済
懇
談

会
へ
の
参
加
は
自
由
で
す
。

皆
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
。

川
西
町
議
会

議
員

芝

和
也

「
村
を
守
る
」

先
日
、
教
育
委
員
会
か
ら

現
在
催
さ
れ
て
い
る
春
季
企

画
展
「
村
を
守
る
」
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
届
き
ま
し
た
。

唐
古
・
鍵
遺
跡
の
土
地
が

平
安
時
代
に
は
興
福
寺
の
荘

園
「
田
中
庄
」
に
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
、
（
紫
式
部
の
夫
、

藤
原
宣
孝
が
荘
園
領
主
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
）
中
世
に
は
、
在
地
武

士
「
唐
古
」
「
唐
古
東
」

「
唐
古
南
」
の
三
氏
が
居
館

を
構
え
て
い
た
こ
と
、
そ
の

後
、
筒
井
氏
、
十
市
氏
、
箸

尾
氏
な
ど
の
騒
乱
に
巻
き
込

ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
平

野
長
泰
が
田
原
本
に
寺
内
町

を
作
り
治
め
た
こ
と
な
ど
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
唐
古
・

鍵
遺
跡
の
地
図
に
「
城
の
前
」

と
い
う
字
名
が
あ
る
の
は

「
唐
古
東
氏
」
の
居
館
前
だ
っ

た
の
で
は
？
と
想
像
し
て
し

ま
い
ま
す
。

唐
古
・
鍵
遺
跡
の
南
東
の

土
地
に
は
「
登
戸
呂
」
と
い

う
字
名
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

い
う
理
由
で
い
つ
ご
ろ
か
ら

呼
ば
れ
て
い
た
の
か
？
ご
存

知
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
。
春
季
企
画

展
は
五
月
二
七
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
な
か
な
か
意
欲
的

な
催
し
で
す
の
で
是
非
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

田
原
本
町
議

会
議
員

吉
田

容
工

一
番
の
関
心
は
？

先
日
の
二
十
二
日
、
三
月

議
会
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

雨
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
参

加
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
達
は
三
月
議
会
で
の
次

の
事
を
報
告
し
ま
し
た
。
ご

み
清
掃
工
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー

を
宮
古
の
健
康
づ
く
り
プ
ー

ル
跡
地
に
移
転
、
学
童
保
育

民
間
委
託
（
四
月
よ
り
）
、

町
立
宮
古
保
育
園
無
償
譲
渡

＝
町
立
保
育
園
ゼ
ロ
に
、
南

小
学
校
給
食
民
間
委
託
、
中

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
青
垣

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

増
設
、
近
鉄
笠
縫
駅
東
側
駐

輪
場
設
計
準
備
、
国
民
健
康

保
険
一
部
負
担
金
減
免
制
度

制
定
、
そ
し
て
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
保
険
料
と
住
民

税
均
等
割
り
の
三
つ
は
値
上

げ
。参

加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は

質
問
や
ご
意
見
な
ど
、
活
発

な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
県
下
で
６
校
だ
け
と
い
う

の
に
、
な
ぜ
中
学
校
給
食
を

し
な
い
の
か
？
」
「
ど
う
し

て
保
健
セ
ン
タ
ー
を
移
転
し

た
の
か
？
」
「
国
保
病
院
ま

で
広
陵
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
は
無
料
な
の
に
、
本
町

は
二
百
十
円
も
い
る
。
ど
う

に
か
な
ら
な
い
か
？
」
「
東

日
本
の
被
災
ゴ
ミ
は
受
け
入

れ
る
の
か
？
」
「
清
掃
工
場

の
件
に
つ
い
て
町
は
説
明
を

し
て
く
れ
な
い
の
か
？
」
な

ど
。

「
ご
み
問
題
を
考
え
る
会
」

は
五
月
十
一
日
、
午
後
二
時

か
ら
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
学
習
会
を
開
き
ま
す
。
ご

参
加
さ
れ
て

み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

田
原
本
町
議

会
議
員

森

良
子

ド
イ
ツ
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

の
再
現
か
？

先
日
の
「
商
工
新
聞
」
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
谷
昭

弘
さ
ん
の
「
大
阪
維
新
の
会
」

に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
「
維
新
の
会
」

の
維
新
八
策
と
は
、
今
ま
で

に
自
民
・
公
明
が
言
っ
て
き

た
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
、
共

産
党
を
除
く
各
党
が
言
っ
て

い
る
こ
と
で
、
大
企
業
・
財

界
が
言
っ
て
き
た
こ
と
、
目

新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

（
表
参
照
）
と
言
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

先
日
、
市
田
忠
義
書
記
局

長
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
中
で
「
橋
下

市
長
」
に
つ
い
て
、
言
っ
て

い
る
こ
と
の
中
身
は
古
い
も

の
で
目
新
し
い
も
の
は
な
い
。

新
自
由
主
義
（
逆
肉
強
食
）

で
競
争
社
会
を
一
層
強
め
る

も
の
で
、
「
消
費
税
を
地
方

に
回
し
、
税
率
を
上
げ
る
か
、

地
方
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
削

る
の
か
」
「
対
米
従
属
」

「
選
挙
を
や
っ
て
勝
て
ば
何

を
や
っ
て
も
よ
い
」
「
憲
法

を
敵
視
し
、
特
に
９
条
が
諸

悪
の
根
源
」
な
ど
と
言
っ
て

何
も
か
も
憲
法
が
悪
い
の
で

あ
っ
て
、
９
条
が
あ
る
か
ら

今
の
社
会
を
ダ
メ
に
し
て
い

る
。
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
の
新
採
の
挨
拶

の
中
で
「
公
務
員
は
住
民
に

命
令
す
る
」
も
の
だ
。
と
発

言
。
議
会
の
中
で
問
わ
れ
る

と
「
市
長
の
顔
色
を
窺
っ
て

仕
事
を
す
る
こ
と
だ
」
と
居

直
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
，
橋
下
市
長

は
自
分
を
ド
イ
ツ
の
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

三
宅
町

池
田

年
夫


